
県立上尾鷹の台高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R８.5.1 

生徒数 

(男) 231 

(女) 295 
計 526 

アクセス ニューシャトル（埼玉新都市交通）沼南駅下車 徒歩１０分 

＜目指す学校像＞ 

 「志、高く。思い、深く。夢、羽ばたく」学校 

＜教育課程等＞※１  

１保護者の理解協力のもと、生徒一人ひとりの個性を伸ばし、「自他を大切にする心豊かな生徒」の育成 

 を図る。 

２単位制の特色を生かし、生徒の能力・適性などに応じた多様で弾力的な教育課程を編成・実施する。 

３主体的・対話的で深い学びを重視するとともに、体験的な学習など多様な教育活動を展開し、社会生  

 活に必要な「確かな学力」「規範意識」「自己表現力」「チームワーク」「コミュニケーション能力」を 

 身に付けさせる。 

４体系的なキャリア教育により、自己の在り方、生き方を考えさせる教育の推進を図る。 

５「個別学習支援システム」の充実を図り、不登校傾向の生徒でも登校しながら学び続けられる教育を  

 推進する。 

６多様な教育課程を通じてＩＣＴ活用能力を身に付けさせ、高度情報化社会の中で活躍できる生徒の育 

 成を図る。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

〇目標を持ち、自らの進路実現に向けて積極的に取り組む生徒 

〇高い「志」を持ち、多くのことに積極的に挑戦するたくましい生徒 

〇思いやりと感謝の心を持って他者とともに生き、ルールをしっかり守ることができる生徒 

〇地域とのネットワークをとおして、地域課題を解決し、自らの資質能力を高めることができる生徒 

＜学校行事＞ 

・文化祭（鷹高祭）、体育祭、球技大会などをとおして団結を強くします。 

・ロードレース大会では、多くの生徒が最後まであきらめずに走り切ります。 

・沖縄方面への修学旅行は、生徒満足度の高い行事です。 

＜部活動＞ 

・運動部 剣道、サッカー、山岳、柔道（関東大会出場）、ソフトボール、卓球、男子テニス、 

     女子テニス、男子バスケットボール、女子バスケットボール、男子バドミントン、 

     女子バドミントン、女子バレーボール、ハンドボール 

・文化部 園芸、科学、家庭科、茶道、写真、将棋、書道（全国高校総合文化祭書道部門出展）、  

     吹奏楽、鉄道研究、電算、美術、放送、漫画研究 

＜家庭・地域との連携＞ 

・地元デパート主催の”文化祭”に文化部（書道部、美術部、吹奏楽部、写真部）が参加 

・地元子ども大運動会への運営協力 ・ＰＴＡ、保護者の学校行事への参加 ・全年次三者面談実施   

進

路 

R8.3 

卒業生 
四大 69 人 短大  4 人 専門  78 人 就職  14 人 

傾向 

・四大 秋田大、中央大、東洋大、駒澤大、専修大、大東文化大、帝京大、国士館大、 

文教大、東京電機大、東京家政大、跡見学園女子大、浦和大、城西大、尚美学園大、 

    聖学院大、東京国際大、東京成徳大、東洋学園大、日本工業大、日本保健医療大、 

    ものつくり大、共栄大、埼玉学園大、埼玉工業大、目白大等 

・短大 川口短大、国際学院埼玉短大、埼玉女子短大、戸板女子短大、東京交通短大等 

・専門 さいたま市立高等看護、北里大学看護、戸田中央看護、上尾看護、上尾中央看護、 

    上尾中央医療、埼玉県理容美容、早稲田美容、埼玉コンピュータ＆医療事務、 

    日本工学院、武蔵野調理等 

・就職 警視庁、自衛隊、(株)ヤオコー、西濃運輸(株)等 

【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 



上尾鷹の台高校のキャリア教育

Ａ Ｔ Ｄプロジェクト

・１･２年次は少人数学級編制できめ細かな指導を実施。国語･数学･英語はさらに少人数授業･習熟度別授業を実施。
・単位制による多様な選択科目の設置と進路希望に応じた科目選択が可能。
・ＩＣＴ（ＰＣ、タブレット、プロジェクター）等を活用した授業の実施。
・学びの基礎診断による生徒の学力の定着に向けた外部テスト等の活用。
・特別な事情のある生徒（１年次）のための個別学習支援室の設置。

県立上尾鷹の台高校 ～生徒の成長物語～

志を高く持ち、

自らの人生を

たくましく

主体的に

切り拓いていく人間に１年次

２年次

３年次

特 色

□学びの土台となる国語､数学､英語
３教科で少人数・習熟度別の授業
を受け、基礎力を固めます。

□自分の将来を見通し､｢鷹の台ハン
ドブック｣を活用しながら、進路
ガイダンスなどをとおして進路意
識の確立を目指します。

□多彩な選択科目から、自分の進
路希望に応じた授業を受け、発
展的学習を深めます。

□進路補習によって進学に耐える
応用力を養います。

□面接指導･小論文指導も受け､多
様な入試や就職試験の対策もし
ます。

□最上級生として、文化祭などの
学校行事を企画・運営します。

上尾鷹の台高校の
マスコット「ようよう」

育成方針

□引き続き少人数・習熟度別の
授業をとおし、学習の基礎力
をさらに伸ばします。

□進路希望に合わせた選択科目
も学び始めます。

□中堅学年として、部活動や学
校行事をリードします。

□自らのキャリアデザインを考
えます。

Ａmbitious（志を持とう）

Ｔhinking（考えよう）

Ｄream（夢をかなえよう）

３年後の目標
～Graduation Ｐｏｌｉｃｙ～

Ageo Takano Dai 

上尾鷹の台高校 中期構想
「第４期鷹の台プラン」の実現

□ 地域の方々との連携、
・企業と連携して行う『総合的な探究の時間』 で地域課題を解決！
・地元の百貨店“まるひろ文化祭”に文化部が参加！

 

□ 本校の魅力
・部活動、体育祭・文化祭はもちろん修学旅行などでも、
生徒が主体となって行動し、たくましい志を育成します。

・始業前や放課後、長期休業中にも進路補習を行い、
進路実現を目指して頑張る生徒を応援しています。

・１人１台タブレット端末で生徒の能力を確実に伸ばします。

・多彩なテーマを設定し、生徒の
興味関心を育みます。

□「ようよう夢プラン特別講座」

こ
こ
ろ
は
高
く

空
に
羽
ば
た
き
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